
（はらまちだ３ちょうめ）

計画地

①

②

③

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長

町１・３・７
（現３・３・７）号線
原町田川崎線

０～１８ｍ【１８ｍ】 約７０ｍ

町２・２・４
（現３・４・３９）号線
原町田根岸線

２０ｍ【２０ｍ】 約１４０ｍ

主・地３号線
世田谷町田線

３ｍ【６ｍ】 約６０ｍ

街
区

建ぺい率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

1 ８０％ ６００％
高層部約６０ｍ

中低層部約３３ｍ －

建築面積 備考

1 ２，９００㎡

建築敷地面積

1 約３，６００㎡

都市計画決定

地区名
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の
位置の限

度

都 市 計 画 決 定

ＮＯ．３４　原町田三丁目地区（組合施行）

１　計画の概要

町田市原町田三丁目の一部

計画の概要

旧国鉄原町田駅の移転に伴い都市活動が停滞傾向にある当地域において、街路事業の施工に
あわせ、細分化した建築敷地を集約し、文化・商業施設を整備する。

活力ある中心商業地として再生する。

町２・２・４号線に接して広場状公開空地及び町２・２・４号線、主・地３号線に接して舗道状公開空
地を確保する。

約０．７ｈａ 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上１３階／地下２階 高層部　６０ｍ　　低層部　３３ｍ

２　都市計画の内容

原町田三丁目地区
第一種市街地再開発事業

約０．７ｈａ

公共施設の配置
及び規模

備考

道
路

【　】内は全幅員
都市計画道路新設、街路事業により整備
中

都市計画道路新設
歩行者デッキ（道路付属物）
　 幅員１．５～６ｍ、延長約１３０ｍ
自転車駐車場約４５０㎡

既設

建築物の整備

主要用途

ホテル・図書館

延べ面積（容積対象） 住宅建設の目標

２３，３００㎡（２１，６００㎡） －

建築敷地の
整備

整備計画 備考
町２．２．４号線に接して約７５０㎡の広場状公開空
地、町１．３．７号線に接して幅員２ｍの歩道状公開空
地及び主・地３号線に接して幅員３ｍの歩道状空地を
確保する。

駐車場約８０台

昭和６１年３月１７日　東京都告示第２６６号

３　高度利用地区

面積

原町田三丁目
地区

約１．０ｈａ ６００％ １００％ ２００％ ２００㎡ ３ｍ

昭和６１年３月１７日　町田市告示第３６１号



敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

年　　月　　日

昭和４６年５月

昭和５０年１０月

昭和５５年４月

昭和５９年７月４日

昭和６１年３月１７日

昭和６２年２月１２日

昭和６２年１２月１５日

昭和６２年１２月１５日

昭和６３年１月

昭和６３年７月５日

昭和６３年１２月

平成元年１２月１５日

平成２年３月

平成２年４月１６日

平成２年５月

平成２年１０月２５日

４　事業計画の概要

約３，６１０㎡ 約７５％

約２２，７２０㎡ 約６００％

用途

地下2階 ホテル・機械室
住宅戸数 －

地下1階 ホテル

地上１階 ホテル・店舗・図書館

駐車場 ７２台

地上２～３階 ホテル

地上４～６階 図書館

地上７～１３階 ホテル

ＰＨ 塔屋

昭和６２年２月１２日　東京都告示第１４３号
昭和６３年７月５日　東京都告示第６６２号（変更）

約９２億円

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

町田市の「中心市街地の整備計画」作成

国鉄横浜線「原町田駅」の移転に伴い、「中心市街地の整備計画」を変更

「町田駅」と駅名改称のうえ移転開業

原町田三丁目地区市街地再開発準備組合設立

都市計画決定

原町田三丁目地区市街地再開発組合設立認可

権利変換計画認可

権利変換期日

再開発ビル工事着工

事業計画の変更

都市計画道路の変更

権利変換計画の変更

再開発ビル組合工事完成

再開発ビル組合工事完了公告

再開発事業完成

解散認可・公告



６　位置図

７　区域図



８　完成写真


